
文化芸術教育の充実・改善に向けた検討会議（第２回） 

次第 

 

日時：令和５年８月２８日（月）15:00～17:00 

場所:旧文部省庁舎２F 第２会議室（対面・WEB 会議の併用） 

 

１ 開  会 

２ 議  事 

 

 （１） 文化芸術教育の充実・改善方策について 

 （２） その他 

 

３ そ の 他 

４ 閉  会 

 

＜配布資料＞ 

 

 資料１ 横浜市教育委員会 北部学校教育事務所  

松山麻衣子 主任指導主事 提出資料 

 

 資料２ 永添委員 提出資料 

  

資料３ 兵庫県教育委員会事務局 高校教育課 

新谷浩一 課長 提出資料 



小学校 図画工作科の現状

「美術館等との連携」 「ICT活用」

横浜市教育委員会
北部学校教育事務所
主任指導主事

松山 麻衣子

文化芸術教育の充実・改善に向けた検討会議 資料１

a-komatsu
長方形



横浜市の「図画工作科」

「横浜市小学校図画工作教育研究会」の活動
・月一回の研究会（実践提案、実技研修等）
・夏季実技研修
・一斉授業研究会

「横浜市教育課程研究委員会 図画工作科、美術科専門部会」の開催
令和５年度 テーマ
造形的な見方・考え方を働かせ、資質・能力を育むカリキュラム・マネジメント

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～

各区ごとの図画工作研究会及び一斉授業研究会

図画工作科重点研究校



第４期 横浜市教育振興基本計画（2022～2025）
「本物」に触れる機会の創出



美術館やアーティスト等との連携

「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」事業

学校プログラム
・学校教育とアートをつなぐ「学校プログラム」

・横浜市の子どもたちの創造性をはぐくみ、豊かな情操を養う機会の拡大

音楽・演劇・ダンス・美術・伝統芸能

令和４年度 年間143校 実施



「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」

活動例① A小学校の取組

学校創立150周年を記念した、児童による壁画製作

・アーティストと学校を、横浜美術館がコーディネート

・デザイン決定から実際の壁画完成までをアーティストがサポート

・６年生を中心に、全校児童が壁画製作に取り組む

・体育館の壁面を利用



活動例① A小学校の取組

活動の流れ



※記念壁画完成後に、全学年でそれぞれ「鑑賞」の時間を設定予定

学校の150周年記念キャラクターと花の絵をモチーフに、
150周年スローガンの意味する 「国際色豊か」「多文化共生」
（=多様性）のイメージを壁画にする。

活動例① A小学校の取組

活動内容

時間 時数 対象学年 場所 備考

授業１回目
（11月）

5時間目 1 4・5・6年生 体育館内
放課後に先生方
へレクチャー

授業２回目
（12月）

2～4時間目 2 6年生
体育館内
壁面

1～5年生は、
6年生の授業を
録画したものを
別で鑑賞する
時間を設ける

授業３回目
（１月）

未定 1 全学年 未定

授業内容

アーティスト紹介
壁画の歴史

デザインの発表
工程について

色のつくり方
塗り方

道具の使い方
デモンストレーション

振り返り
感想



個別支援学級

アーティストによる図画工作科の授業 （コーディネーター：横浜美術館）

・3日間かけてじっくりと一つの作品をつくり上げていくプログラムを実施

・初日は木材を使い、木の匂いや肌触りを体感しながら製作

・２日目は粘土、３日目は絵の具など、普段から触れている材料を使用

・自らがイメージしたものを、自分で形にする経験の場

子どもたちが「楽しい」と感じる活動の中で、形や色などを基に
自分のイメージをもち、様々に試しながらつくりだす喜びを味わえるようにする。

活動例② B小学校の取組 「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」

「ゆらゆらバランストイ作り」



アーティストから

様々な素材と表現方法で一つの作品を作り上げました。「木材を積み上げる造形・粘土
の自由な表現・絵の具による着色」の中から子ども達一人ひとりが自分のイメージする創
作を見つけ、面白さを感じているようでした。やりたい事をしっかりと持ち、じっくりと制作を
しており、立体造形に関心を持って取り組んでいる様子をたくさん見る事ができました。手
をたくさん動かす今回の制作が表現する事の面白さとなっていましたら嬉しい限りです。

コーディネーターから

木材や粘土など、様々な素材を使ったプログラムですが、子どもたちが「自分で手を動
かし、自分で考えてつくる」ための工夫に溢れていました。ノコギリを使って自分で木を切り、
いい匂いがするねと笑い合い、石粉粘土の独特の触り心地に驚き、子どもたちにとって新
しい体験になったと感じます。ゆらゆら揺れるやじろべえのバランストイが土台の上に立ち
上がった瞬間の子どもたちの嬉しそうな顔が輝いて見えました。

活動例② B小学校の取組 「ゆらゆらバランストイ作り」

活動を終えた感想



「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」
その他の活動例

・ 自分で色をつくろう！ 絵の具と粘土の活動

・ 紙テープをつなげてみよう 紙で動物をつくろう

・ ダンボールで自分だけのモビールを作ろう！

・ わくわく DokiDoki 土粘土 ～土器をつくろう！～



「本物」に触れる … 今後の課題

・図画工作科の指導事項を踏まえた連携内容の更なるブラッシュアップ

・主に小学校高学年の鑑賞の活動における美術館活用

→ 休館中の横浜美術館のリニューアルオープンに向けて、

連携や活用方法を再検討

・学校主体による地域人材・資源の活用促進

児童が「造形的な見方・考え方を働かせる」機会をよりいっそう広げる



横浜市 図画工作科

ICT活用
・「横浜市小学校図画工作教育研究会」による

「夏季実技研修会（ワークショップ）」

例年、ICT活用講座を実施
令和３年度「ICTを活用した造形遊び」
令和４年度「プログラミングやアプリの活用」
令和５年度「タブレット端末のカメラ機能、アプリの活用」

・横浜市教育委員会が令和２年度から全教員向け
に作成している「資質・能力育成ガイド」において、
各教科のICT活用事例を掲載



第４期 横浜市教育振興基本計画（2022～2025）
横浜市におけるＧＩＧＡスクール構想

◇ 全ての学校で等しく児童生徒が ICT を活用できる環境整備
◇ 児童生徒の情報活用能力の育成 ◇ 教職員の ICT 活用指導力の育成
◇ 最先端の研究の実施等



ICT活用例 C小学校の取組 造形遊びをする活動

３年 「ミニミニさんのスクールライフ」
実践例



ICT活用例 C小学校の取組 造形遊びをする活動

３年 「ミニミニさんのスクールライフ」



□ 造形的な見方・考え方の広がり

□ ICT機器活用力
⇒ タブレット端末のカメラ機能、アプリ等を活用することで、

児童がより主体的に学習に取り組む様子が見られた。

□ 自分の考えを相手に伝える力

□ 問題発見・解決能力

本題材で発揮された資質・能力

ICT活用例 C小学校

３年 「ミニミニさんのスクールライフ」



図画工作科・美術科のICT活用例

■活動や作品の記録

・製作（制作）過程や完成した作品の記録

（写真・動画）

・題材のねらいに即した活用

・学習評価の手立てとして

■共有

・ 友達の作品を鑑賞する

・ 自分の作品を紹介する

・ 感想を共有する

■「表す」「イメージする」「試す」

・アイデアスケッチ ・アプリの活用

・プログラミング

・製作過程での試行錯誤

・用具の使い方、技法の理解



授業改善の視点

「本物」に触れる機会
（美術館、アーティスト等） ICT活用

図画工作科、美術科においては、「本物」に触れる機会とICT活用場面を
バランスよく設定し、相互に関連させながら資質・能力の育成を目指したい。

表現及び鑑賞の活動を通して



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

⽇本⽂化理解教育が
学校教育にもたらす無限の可能性

産業理⼯学部 教授 永添祥多 Shota Nagasoe

⽂化芸術教育の充実・改善に向けた検討会議第２回
資料２

a-komatsu
長方形



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

⾃⼰紹介
＜出⾝＞ ・⼭⼝県下関市⽣まれ
＜学部時代＞

・⽂学部史学科で江⼾幕政史を専攻
＜⼤学院時代＞

・教育学研究科で近代⽇本教育制度史（特に中等教育から⾼等教育へのアーティキュレーションの形成）を専攻
＜職歴＞

・⼤分県及び⼭⼝県の県⽴⾼校教諭（⽇本史担当）
・九州⼤学講師・⻄⽇本⼯業⼤学教授を経て現職

＜現在の専攻分野＞
・⼭⼝県域を中⼼とした近代⽇本教育史・⽇本⽂化理解教育・⾼校の歴史教育

＜研究業績等＞
・最近の著書：『徳川将軍の治世と⼈物像』⾵間書房 (2023) 他
・和⽂化教育学会理事も務める



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

本発表の内容
１．⽇本⽂化理解教育

(1)⽇本⽂化理解教育とは
(2)我が国の伝統や⽂化の具体的内容

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(1)我が国の伝統や⽂化の教育に対する教員の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
(3)学校現場は我が国の伝統や⽂化の教育に何を求めているのか

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性
(1)児童・⽣徒の変容
(2)教員の資質・能⼒の向上
(3)学校経営の活性化
(4)学校と地域社会との連携体制の構築
(5)国際理解教育の前進



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

１．⽇本⽂化理解教育
(1)⽇本⽂化理解教育とは

「 我が国(地域も含む)の伝統や⽂化
について、それらの価値を理解し、
尊重するとともに、継承・発展さ
せるための教育(主に学校教育)」

のこと
(出典)

著者『 ⽇本⽂化理解教育の⽬的と可能性―⼩・中学校の事例を中⼼
として― 』（⾵間書房、2011)



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

１．⽇本⽂化理解教育
(1)⽇本⽂化理解教育とは
・「伝統」の概念

⼀般的に、我が国の⻑い歴史の中で培われ、伝えられてきた
⾵習・制度・信仰・思想・学問・芸術やそれらの中⼼をなす精神
的在り⽅

・「⽂化」の概念
⼈間が⾃然に⼿を加えて形成してきた物⼼両⾯の成果のことで
あり、⾐⾷住・科学・技術・学問・芸術・道徳・宗教・政治など

・「伝統」と「⽂化」の関係
共通部分や表裏⼀体の部分も有しており両者は相互に密接な関係
を有している

(出典)前掲書



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

１．⽇本⽂化理解教育
(2)我が国の伝統や⽂化の具体的内容
①東京都教育委員会が⽰した内容

図１ 東京都教育委員会による⽇本⽂化の種類
(出典)前掲書 及び 拙著『⽇本⽂化発信⼒育成の教育』(⾵間書房 、2016)



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

１．⽇本⽂化理解教育
(2)我が国の伝統や⽂化の具体的内容
②兵庫県教育委員会が⽰した内容

図２ 兵庫県教育委員会による⽇本⽂化の内容→

(出典) 拙著『⾼等学校の⽇本⽂化理解教育』(⾵間書房 、2009)
及び前掲『⽇本⽂化理解教育の⽬的と可能性』



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の
意識実態

研究⽅法 質問紙調査結果の分析による

調査対象 福岡県⾏橋市
（福岡県東部・⼈⼝約7万⼈）の
市内⼩学校２校、市内中学校１校の
教員・児童・⽣徒
2009(平成21)年10⽉実施

有効回答数 ⼩学校教員（教諭及び臨時講師）29名 出典 Google Map

中学校教員（ 同 上 ）10名
⼩学校児童 226名（5年⽣114名・6年⽣112名）
中学校⽣徒 270名（2年⽣158名・3年⽣112名）



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(1)我が国の伝統や⽂化の教育に対する教員の意識実態
①我が国の伝統や⽂化の教育に対する関⼼の有無

⇒⼩・中学校教員の約８割が伝統や⽂化の教育に関⼼を有している

6 32 7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図３ 伝統や⽂化の教育に対する関⼼の有無(⼩・中学校教員全体)

⼤変ある

ある程度ある

あまりない



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多
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図４ 重要と考える伝統・⽂化の指導内容(⼩・中学校教員全体)

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(1)我が国の伝統や⽂化の教育に対する教員の意識実態
②重視すべき内容とは（複数回答可）

⇒⼩・中学校教員は⽇本⽂化の教育を伝統⽂化の教育と捉えている



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多
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図５ 伝統や⽂化に関する教育の実践について(⼩・中学校教員全体)

⾏っている
⾏っていない

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(1)我が国の伝統や⽂化の教育に対する教員の意識実態
③伝統や⽂化に関する教育の実践経験

⇒⼩・中学校教員の中で意識的に伝統や⽂化の教育を⾏っている教員は
４割に過ぎない



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(1)我が国の伝統や⽂化の教育に対する教員の意識実態
④伝統や⽂化に関する実践形態（複数回答可）

⇒総合的な学習の時間や各教科の授業で実践している⼩・中学校教員が
多い
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教科の授業 総合学習 道徳 その他

図６ 伝統や⽂化に関する教育の実践形態



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
①我が国への児童・⽣徒の帰属意識

⇒⼩・中学⽣の約９割が⽇本に⽣まれて良かったと思っている

299 163 16

11
3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図７ 我が国に⽣まれて良かったと思うか(⼩・中学⽣全体)

強く思う
思う
あまり思わない
思わない
その他



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態

表１ 我が国に⽣まれて良かったと考える理由(⼩・中学⽣全体)
理由

① 平和な国だから(戦争のない国だから)
② 豊かな国だから
③ ⽇本の⽂化は多彩で伝統があるから
④ 科学(⼯業)技術が発展しているから
⑤ ⾃然環境に恵まれているから

(注)回答数の多い順に上位5位までをあげた



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
②我が国の伝統や⽂化に対する児童・⽣徒の意識

⇒⼩・中学⽣の約９割が⽇本⽂化は世界に誇れるものだと捉えている

145 279 58

13
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図８ 我が国の⽂化は世界に誇れるものだと思うか(⼩・中学⽣全体)

強く思う
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あまり思わない
思わない



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態

⇒⼩・中学⽣の約９割が、⽇本⽂化を尊重し将来に継承していくべき
だと捉えている

215 237 33

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図９ 我が国の⽂化を⼤切にし、将来も残していくべきだと思うか(⼩・中学⽣全体)
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「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態

⇒⼩・中学⽣の約５割が伝統や⽂化の体験の⾃覚をしていない

76 191 43 186
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図10 我が国の伝統や⽂化を実際に体験したことがあるか(⼩・中学⽣全体)
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「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
③我が国の伝統や⽂化の学習への興味・関⼼について

⇒⼩・中学⽣の約６割のものしか伝統や⽂化の学習に興味・関⼼を⽰し
ていない。教員は約８割が関⼼を⽰しており意識のずれが存在している

65 214 169 39
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図11 我が国の伝統や⽂化に関する勉強に興味・関⼼があるか(⼩・中学⽣全体)
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「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
④外国⼈に対する⽇本⽂化の発信について

⇒⼩・中学⽣の⽇本⽂化発信⼒の育成が課題

27 140 251 74
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図12 ⽇本の⽂化を外国⼈に⽇本語で説明できるか(⼩・中学⽣全体)
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「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態
⑤伝統や⽂化の学習経験と我が国及び我が国の伝統や⽂化に対する意識

との関連

⇒伝統や⽂化の計画的・系統的指導学習の必要性

103 190 26 172

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図13 学校で我が国の伝統や⽂化に関する授業を受けたことがあるか(⼩・中学⽣全体)

よくあてはまる
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わからない(覚えていない)



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態

表２ 伝統や⽂化の学習経験と我が国及び我が国の伝統や⽂化に対する意識との関連
(⼩・中学⽣全体)

我が国及び我が国の伝統や⽂化に対する意識についての
設問項⽬ 度数 平均値 標準偏差 ｔ値

「⽇本に⽣まれてよかったと思うか」 A 289 2.63 0.59 3.761**
B 197 2.4 0.76

「⽇本の⽂化は世界に誇れるものだと思うか」 A 293 3.23 0.67 3.984**
B 198 2.97 0.74

「昔から伝わってきた⽇本の⽂化を⼤切にし、将来も残
していくべきだと思うか」

A 292 3.44 0.61 4.685**
B 198 3.15 0.78

「⽇本の伝統や⽂化に関する勉強に興味・関⼼がある
か」

A 289 2.84 0.72 6.581**
B 196 2.36 0.89

「⽇本の⽂化を外国⼈に説明することが(⽇本語で)でき
るか」

A 291 2.34 0.76 2.834**
B 198 2.13 0.82

**p<0.01



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(2)我が国の伝統や⽂化の教育に対する児童・⽣徒の意識実態

表２の考察結果

⇒学習経験の機会を増やすことによって、我が国及び我が国の伝統や
⽂化に関する意識のさらなる向上が期待できる



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(3)学校現場は我が国の伝統や⽂化の教育に何を求めているのか
①教員は伝統や⽂化の教育でどのような⼒が育成されたと考えているか

(複数回答可)

⇒教員は規範意識や感謝の念、思いやりといった情意⾯、さらに⾃⼰
表現⼒などが伝統や⽂化の教育の成果と捉えている
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図14 伝統や⽂化に関する教育で児童・⽣徒にはどのような⼒が育成されたか
(実践経験のある⼩・中学校教員)



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(3)学校現場は我が国の伝統や⽂化の教育に何を求めているのか
②児童・⽣徒はどのような内容を求めているのか(複数回答可)

⇒指導する教員側と指導を受ける児童・⽣徒の間に伝統や⽂化の内容に
ついて⼤きな意識差が⾒られる
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⽣活⽂化 伝統⽂化 地域⽂化 現代の⽇本⽂化 ⽇本の歴史

図15 どのような内容に興味・関⼼があるか(⼩・中学⽣全体)



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

２．我が国の伝統や⽂化の教育に対する学校現場(⼩・中学校)の意識実態
(3)学校現場は我が国の伝統や⽂化の教育に何を求めているのか
伝統や⽂化の教育を学校で⾏っていくうえでの課題
•教材開発や教材研究といった教材に関する問題
•予算確保や校内の施設・設備に関する問題
•指導⽅法に関する問題
•教育課程上の位置づけに関する問題
•外部指導者確保に関する問題
•担当教員の負担感や多忙間に関する問題
•校内の共通理解のもとでの協⼒体制指導に関する問題



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性
(出典) 前掲『 ⽇本⽂化理解教育の⽬的と可能性―⼩・中学校の事例を中⼼として― 』

(1)児童・⽣徒の変容
①我が国の伝統や⽂化に対する理解や尊重の気持ちの育成
②我が国や郷⼟に対する帰属意識の育成
③⽇本⼈としてのアイデンティティの育成
④⽣活態度の改善
⑤情意⾯の改善
⑥学⼒に対する促進効果



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性

(2)教員の資質・能⼒の向上
①カリキュラムマネジメント能⼒の向上
②教員間の協働体制の構築



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性

(3)学校経営の活性化
①伝統や⽂化の学習を⾃校の特⾊ある教育活動として学校

教育⽬標に位置付け、校外にＰＲすることができる
②「開かれた学校づくり」にもつながる



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性

(4)学校と地域社会との連携体制の構築
伝統や⽂化の学習を接点として学校と地域社会の連携
体制が構築できる



「⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性」 近畿⼤学 産業理⼯学部 永添 祥多

３．⽇本⽂化理解教育が学校教育にもたらす無限の可能性

(5)国際理解教育の前進
我が国の伝統や⽂化の教育が、結果的には世界の諸国家・
諸⺠族との共⽣の態度を育成することを⽬標とする国際
理解教育にまで発展していくことが期待できる
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Ⅰ 兵庫県立高等学校において「日本文化」の教育が求められた背景

2

【学習指導要領の改訂】
○平成６年実施（平成元年告示） 高等学校社会科廃止 → 地理歴史科・公民科が新設 世界史と地理／日本史が必履修
○平成15年実施（平成11年告示） 引き続き世界史と地理／日本史が必履修

【平成17年 当時の学校現場の危機感】
○新たな学習指導要領においても、「世界史」が必履修科目となったため、

この先数年間は「日本史」を学ばない生徒を卒業させていくことになる。
○中学校段階までの歴史的分野「日本史」では、我が国の文化と伝統に関する

認識は脆弱であり、歴史的思考力まで育めてはいないのではないか。
○将来的に国際社会で主体的に生きることを目標として、近年、各校において

国際交流活動を活発化させ他国の文化に触れさせているが、日本の高校生に、
我が国の伝統や文化について誇りをもって語れる素地は育っているのか。

【平成17年 県議会からの指摘】
○「本県の高校では、通史である日本史Ｂを選択している生徒は全生徒の約48％、近代史を学ぶ日本史Ａは約33％が選択していると聞いておりますが、

このことが意味するところは、約２割の生徒は高校で日本史を全く勉強せず、日本史Ａの約33％の生徒は、明治期以前、つまり原始、古代から江戸時
代までの歴史を十分に学ばないということであり、場合によって、中学レベルの日本史の知識しか持たずに社会に出ていく生徒が少なからずいると考え
られることです。このことに対して、私は大変大きな不安を抱いた…」 etc･･･

高等学校における日本文化の教育の現状

平成17年度の兵庫県立高等学校国際交流活動状況
項目 実施校数 実施率 内訳

1 外国への修学旅行 34 21.4%
マレーシア11校、アメリカ6校、オースト
ラリア5校、シンガポール・韓国4校など

2
外国からの教育
旅行の受け入れ

30 18.9%
オーストラリア9校、マレーシア8校、タ
イ6校、アメリカ5校など

3
外国への研修旅行
(3ヶ月未満)

59 37.1%
オーストラリア42校、アメリカ10校、
ニュージーランド6校など

4
外国からの研修旅行の
受け入れ(3ヶ月未満)

27 17.0%
オーストラリア11校、アメリカ6校、マ
レーシア5校など

5
外国の教育機関と
の姉妹校提携

28 17.6% オーストラリア20校、アメリカ3校など

高等学校で日本史
を学ばない生徒の
出現



3

高等学校における日本文化の教育の現状

【平成17年 兵庫県教育委員会としての受け止め】

Ⅰ 兵庫県立高等学校において「日本文化」の教育が求められた背景

○平成11年告示の学習指導要領に基づく高等学校地理歴史科の授業実践に際しての分析と考察
・小学校、中学校においては「日本史」や「世界史」の区別がない。

そのなかで「日本の歴史」については、全時代を通じて歴史の大きな流れをとらえる学習をしている。
「世界の歴史」については、日本の歴史と直接にかかわる事柄のみにとどめている。

・このため高等学校では、国際化の進展を始めとする社会の変化に対応できるよう、「世界史」を必修とし、選択
となった「日本史」では、日本の歴史の展開を世界史的視野に立って考察させることで、歴史的思考力を養うこ
とを目標として、通史的な学習を主としているのであろう。

しかしながら、「高校生段階において生涯を通じて歴史を学んでいく楽しさを身につけ、日本の文化と伝統の特色につい
て認識を深めることによって、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養うことは重要」ではないか。

兵庫県立高等学校の生徒に「日本の文化と伝統」を学ばせたい。
しかし、多忙な学校現場にこれを安易に任せることは無責任である。
そこで各校が教育目標に即して、「日本の文化と伝統」を学べるような
環境整備を県教委として行いたい。

ついては兵庫県として独自の教材開発をすることで学校設定科目として例示してはどうか。



Ⅱ 学校設定科目「日本の文化」のための教材作成

4

(１) 科目の基本的な考え方 ① 日本の歴史をベースにした学習であること。
② 日本や自らの住む地域（兵庫県）の伝統文化の学習であること。
③ 日本や自らの住む地域（兵庫県）の伝統文化の一端を体験、体得できるような学習であること
④ 衣食住といった生活レベルの文化（生活文化）も含めた伝統文化の学習であること。
⑤ 国際社会に生きる自覚と多様な文化を尊重できる態度や資質を育てる学習であること。

(３) 教材の基本的な考え方

１ 学校設定科目「日本の文化」実現に向けてのフロー
平成18年4月 「日本の文化理解促進事業」に基づき、「科目『日本の文化』構想委員会」及び「科目『日本の文化』教材開発委員会」設置

※ 「構想委員会」 学識経験者５名、学校長３名、教諭（地歴、英語）７名により構成
「教材開発委員会」学識経験者３名、指導主事１名、教諭（地歴、英語）32名、学芸員１名により構成

平成19年3月 教材「学校設定科目『日本の文化』」の発行及び全校配布

２ 学校設定科目「日本の文化」のコンセプト

① 単元ごとに独立した構成になっていること。
② 生徒の普段の授業に活用できるものであること。
③ シミュレートできる指導例が単元ごとに整理されていること。
④ さらに深める学習、体験する学習が可能なような配慮があること。
⑤ テーマを大きく「生活文化」「伝統文化」「地域文化」「Ｊａｐａｎ Ｎｏｗ」と４分割すること。

(２) 科目の目標 我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め、国際社会に主体
的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として必要な自覚と資質を養う。

高等学校における日本文化の教育の現状



Ⅱ 学校設定科目「日本の文化」のための教材作成
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【食文化】

○稲作文化、保存食の知恵、食文化の地域性、

食文化の受容と変容

【衣文化】

○着物の歴史、着物のＴＰＯ、着物の色と文様

【住文化】

○伝統的な日本の家屋、和室のつくり

【年中行事】

○季節ごとの節目

【通過儀礼】

○人生の節目

【あそび】

○伝統的な日本の玩具

【自然と生活】

○自然災害と生きる知恵

※ 現行の学習指導要領において赤字は家庭に記載あ

り。緑字は地理歴史「地理総合」及び理科「科学

と人間生活」に記載あり

高等学校における日本文化の教育の現状

３（１） テーマ「生活文化」 衣食住を含めた生活に密接に関わる文化を、調査や体験を
通して学ぶことにより、生活文化の本質を理解する。
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高等学校における日本文化の教育の現状

【能・狂言】

○能・狂言の基本知識 →（国語）

【茶道・華道】

○茶道、華道の基本知識 →（公民）

【書道】

○文字の起源と変遷、書文字の基礎基本 →（書道）

【神社・仏閣】

○神仏習合にみられる日本の宗教の特質 →（公民）

【伝統工芸】

○漆、房撚紐（ふさよりひも）、甲冑

【日本画】

○日本画の歴史 →（美術）

【和歌・俳諧】

○和歌と短歌、俳諧と俳句 →（国語）

【邦楽】

○和太鼓、琴、三味線 →（音楽）

【武道】

○柔道、剣道、空手道 →（保健体育）

※ 赤字は各教科の現行学習指導要領に記載あり

３（２） テーマ「伝統文化」 日本の伝統的な芸術、芸能、芸道を、体験や表現を通して学ぶことにより、
その伝統文化の価値と意義を理解し、それらを継承・発展させる態度を養う。



Ⅱ 学校設定科目「日本の文化」のための教材作成

7

高等学校における日本文化の教育の現状

【歌舞伎】

○歌舞伎の基本知識、播州歌舞伎 →（音楽）

【人形浄瑠璃】

○人形浄瑠璃、淡路人形浄瑠璃 →（音楽）

【立杭焼】

○陶磁器、丹波立杭焼 →（美術）

【伝統産業と地場産業】

○伝統産業、地場産業、豊岡の行李や鞄

【城郭と寺社建築】

○姫路城、浄土寺浄土堂

※ 赤字は現行の学習指導要領に記載あり

３（３） テーマ「地域文化」自らが住んでいる地域の伝統芸能や伝統工芸等を、体験や地域教材等を活用して学
ぶことにより、地域文化の価値を伝統文化の継承と創造として関連付けて理解する。
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高等学校における日本文化の教育の現状

【日本のマンガ・アニメ】

○漫画とアニメーションの違い

【映画・音楽】

○日本映画の歴史

【世界の中の日本人】

○多文化共生、国際社会における日本の役割、

国際社会での日本人の活躍

【世界の中の日本語】

○「もったいない」という言葉

【日本のテクノロジー】

○江戸時代のからくり人形からロボットへ

【日本の中の多様な文化】

○多文化理解

３（４） テーマ「Japan Now」 現代日本の文化的諸相を、国内外の多面的な視点から学ぶことにより、日本
及び自らが住んでいる地域の伝統・文化を、異なる文化的背景を持った人々
に積極的に伝え、交流しようとする態度を身につける。
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高等学校における日本文化の教育の現状

【日本のマンガ・アニメ】

○漫画とアニメーションの違い

【映画・音楽】

○日本映画の歴史

【世界の中の日本人】

○多文化共生、国際社会における日本の役割、

国際社会での日本人の活躍

【世界の中の日本語】

○「もったいない」という言葉

【日本のテクノロジー】

○江戸時代のからくり人形からロボットへ

【日本の中の多様な文化】

○多文化理解

３（４） テーマ「Japan Now」
２４ 映画・音楽  ～日本映画の衝撃&日本発・世界のメロディー～ 配当２時間  
１ 授業のねらい

  
 日本映画は 100 年に及ぶ歴史の中で多くの優れた映画人を輩出し、彼らは伝統文化と映画を融合させ、外国映

画とは異なった独自のスタイルを創出・発展させてきました。特に小津安二郎（1903~63）と黒澤明（1910~98）
両監督作品は称賛と驚嘆をもって世界中に迎えられ、日本映画の芸術水準の高さを海外に知らしめただけでなく、

あらゆる国の映画作家に多大な影響を及ぼしました。また、西洋音楽一辺倒だった時代にも、日本の音楽の中に

は外国で大ヒットし、今でも人々の間で愛され、口ずさまれている曲があります。 
 ここでは、日本文化としての「映画」と「音楽」の概略に触れ、世界映画史上の最高峰といわれる『七人の侍』

（黒澤明監督 1954 年 東宝）を分析することによって、何故日本映画が外国でも熱狂的に支持され、模倣さ

れるほどまでに影響を与えたのかを考察します。 
（１）『七人の侍』（または『SUKIYAKI』以下同じ）を通して日本映画（音楽）に関心を持ち、意欲的に調べるこ

とができる。                                  【関心・意欲・態度】

（２）『七人の侍』が何故今なお異なる文化背景を持つ国や人々に影響を及ぼしているのかを考察できる。 
【思考・判断】

（３）『七人の侍』など黒澤監督作品を鑑賞したり、映像資料を収集・検証することによってその主題や芸術性を適

切に発表できる。                              【資料活用の技能・表現】

（４）『七人の侍』など黒澤監督作品の持つ「日本のこころ」「真の日本人」（「日本の旋律」）に気づき、世界の人々

に共感を与えてきた役割を理解する。                          【知識・理解】

 
２ 授業の展開 
 
１ 日本映画は独自のスタイルを創出・発展させてきました。 
  1896 年に映画が初めて日本で紹介されるや否や、歌舞伎・芝居・能・狂言・落語・講談などの日本の伝統文化

と融合し、日本映画はチャンバラ映画、忍術物、怪談物、怪獣物、母物、メロドラマ（すれ違いドラマ）、任侠映

画など世界に類例を見ない独特なジャンルを生み出し、外国映画に少なからぬ影響を及ぼしてきました（チャン

バラ映画は香港カンフー映画、松竹メロドラマは韓流ドラマの源流となり、怪談物の流れを受け継ぐ日本のホラ

ーは今や世界を震撼させ、ゴジラやガメラは世界を席巻しています）。中でも「日本の美学」の神髄と云われた小

津と「世界で最も有名な日本人」として知られた黒澤は各国の映画人に映像表現のみならず、映画作りの基本精

神そのものにも影響を及ぼしてきました。 
２ 日本映画は外国映画に大きな影響を与えてきました。 
  ここでは日本映画（音楽）についてのワークシート（A）と『七人の侍』についてのワークシート（B）を取り

上げて、質問形式により日本映画がいかに魅力的であるか、またそれらがどのように外国に影響を与えたかを考

察します。ワークシートの記入だけでなく、後で生徒に発表させたりグループで討論させることも考えられます。

（１）ワークシート（A）の指導に当たって  
  ① 日本映画に親しもう。 

一般的に、高校生は日本映画より外国映画を、映画館より自宅で DVD（ビデオ）を鑑賞する方を好むと言

われています。その一要因として、単に日本映画に対する「食わず嫌い」であったり、映画館にほとんど足

を運んだことがなく、大スクリーンや大音響効果を体験したことがないためであると考えられます。質問（１）

～（３）を通して日本映画の素養を培わせたり、劇場での映画鑑賞の素晴らしさを再認識させます。 
② 日本映画を知り、そこに込められた日本的な精神世界を理解しよう。 

小津・黒澤に代表される日本映画は独自のスタイルを生み出し、国際的に高く評価されてきました。小津

はあらゆる監督の中で最も日本的な監督と称され、「日本の美学」の神髄と云われるまでに磨き上げられた

視覚美によって世界を魅了しました。一方、黒澤は彼の精神の具現者である三船敏郎という格好の俳優を得

て日本の「侍」のイメージを作り上げ、「真の日本人」を映像で表現しています。小津・黒澤以降も日本映画

界には新しい才能が次々と開花し、彼らの斬新な作品は世界で大いに注目を浴びています。 
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高等学校における日本文化の教育の現状

● 伝統文化 
 ８ 能・狂言 
  Q: In a word, what are noh and kyogen? 
 
     Noh and kyogen are traditional forms of Japanese musical drama that have been performed since the 14th

century, and they have had a great influence on kabuki.  The beauty of the noh masks and costumes makes 
the noh performances even more enjoyable.  Recently noh has been gaining popularity again because of a 
new young generation of stars.  Most visible among them is Izumi Motoya, who is sometimes referred to as 
the Prince of Noh.  In the intervals between noh plays, kyogen is often performed.  Compared with noh, 
kyogen has a common touch.  In contrast to noh, in which songs and dance have important roles, dialogue is 
the central part of the comical performances of kyogen.     

 
 ９ 茶道 
  Q: I’ve been invited to a tea ceremony.  Will you tell me about the etiquette I should follow? 
 
    First, when you enter the tea house, you have to sit on your heels on the tatami floor.  Then, enjoy watching 

how the host prepares a bowl of powdered green tea for you.  Also, you should enjoy the beauty and simplicity 
of the tea house.  The beauty of the tea house includes seasonal decorations using arranged flowers and a 
hanging scroll called kakejiku.  When a small sweet is served, you should eat from special paper called kaishi
Then the bowl of tea is served to you.  You should raise the bowl with both hands, and rotate the bowl to 
avoid drinking from its front.  After drinking the tea with two or three sips, remember to wipe the rim, and 
to rotate the bowl to its original position.  Throughout this process, you should relax and enjoy the 
atmosphere.  Try to keep the conversation to a minimum because enjoying wabi (quiet elegance) is very 
important in a tea ceremony. 

Ⅱ 学校設定科目「日本の文化」のための教材作成

4 工夫した点
単に「学ぶ」ことで終わらずに、
我が国の文化・伝統を外国の方に紹
介できるよう主なQ＆Aを英文で掲載
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○ 新たに学校設定科目「日本の文化」を設定し、その教材として活用。

○ すでに各学校で設定する学校設定教科・科目等で活用。

○ 総合的な学習の時間において活用。

○ 海外修学旅行、研修旅行の事前研修において活用。

高等学校における日本文化の教育の現状

兵庫県立高等学校「学校設定科目『日本の文化』」等による授業

学校名 課程 教科名 科目名 単位数  届出年度

1 神戸甲北 全 地理歴史 神戸の研究 2 H26

2 須磨友が丘 全 地理歴史 神戸学 2 H28

3 尼崎 全 地理歴史 日本の文化 2 H26

4 伊丹西 全 地理歴史 日本の文化 2 H25

5 西宮 全 地理歴史 日本の文化 2 H26

6 鳴尾 全 地理歴史 日本の文化 2 H26

7 宝塚東 全 地理歴史 日本の文化 2 H25

8 芦屋 全 地理歴史 日本の文化 2 H26

9 国際 全 国際（学校設定教科） 日本の文化 2 R5

10 有馬 全 地理歴史 日本文化 2 H26

11 吉川 全 地域に学ぶ（学校設定教科） 日本の文化 2 R5

12 北条 全 地理歴史 日本の文化 2 H29

13 播磨農業 全 地理歴史 兵庫の歴史 2 H30

14 松陽 定 地理歴史 日本の文化 1 H25

15 姫路東 全 地理歴史 日本の文化 2 H31

16 香寺 全 日本の文化 日本の文化 2 H27

17 神崎 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

18 夢前 全 地理歴史 日本の文化 2 R4

19 伊和 全 地理歴史 日本の文化 3 H27

20 篠山東雲 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

21 但馬農業 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

22 武庫荘総合 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

23 姫路商業 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

24 錦城 定 地理歴史 日本の文化 2 H28

25 西脇北 多 地理歴史 日本の文化 2 H25

26 芦屋国際中等 全 地理歴史 日本の文化 2 H27

27 神戸甲北 全 家庭 生活文化の研究 2 H27

28 香寺 全 体験 和の文化 2 H30

29 佐用 全 家庭 伝統文化 2 H27

１ 平成19年度の教材の活用方法の指示

２ 令和５年度の教材の学校設定科目「日本の文化」等の実施状況

○ 各学校のスクールミッション等に応じて、教科「地理歴史」や「家庭」、

学校設定教科「日本の文化」等において、学校設定科目等として、それぞ

れ実施。

全県立高等学校で展開
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○ 複数の教科の教員が、それぞれの専門分野を活かしながら、

チームとして指導できること。

【例】令和５年度 兵庫県立香寺高等学校

学校設定教科『日本の文化』学校設定科目『日本の文化』

地歴科教員と家庭科教員とで分担して担当

高等学校における日本文化の教育の現状

３ 現在の学校設定科目「日本の文化」の年間指導計画例から見えるメリット



Ⅳ 「日本文化」の学びを取り戻しつつある現行の学習指導要領
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高等学校における日本文化の教育の現状

【学習指導要領における「伝統や文化に関する教育の充実」についての改善事項の変遷】

○平成６年実施（平成元年告示） 高等学校社会科廃止 → 地理歴史科・公民科が新設 世界史と地理／日本史が必履修

○平成15年実施（平成11年告示） 引き続き世界史と地理／日本史が必履修

○令和４年実施（平成30年告示） 地理総合と歴史総合が必履修

【参考】文部科学省『高等学校指導要領の改訂のポイント』中の「教育内容の主な改善事項」
【授業実践に際して懸念されること】

より具体的な内容が各教科に散りばめられたものの、実際の授業に落とし込むにあたっては
・全体的に教えるべき内容が多いカリキュラムの中では、総授業時間の枠の中で、

比較的軽微な取り扱いとなってしまうことがある。
・各教科担当の専門性によっては学びが深まらず、入口の提示に留まる可能性がある。
・多方面に散らばったため、日本文化の全体像といったものまで理解することは難しい。

・歴史教育（世界史における日本史の扱い、文化の学習を充実）、宗教に関する学習を充実（地理歴史、公民）
・古典、武道、伝統音楽、美術文化、衣食住の歴史や文化に関する学習を充実（国語、保健体育、芸術「音楽」「美術」、家庭）

・我が国の言語文化に対する理解を深める学習の充実（国語「言語文化」「文学国語」「古典探究」）
・政治や経済、社会の変化との関係に着目した我が国の文化の特色（地理歴史）、我が国の先人の取組や知恵（公民）、

武道の充実（保健体育）、和食、和服及び和室など、日本の伝統的な生活文化の継承・創造に関する内容の充実（家庭）

「文化と伝統」についての学び
を深めることの難しさ
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高等学校における日本文化の教育の現状

【文化芸術教育の充実・改善に向けた検討会議（第１回）を受けての情報提供】

当日資料２６頁の「主な検討事項（案）」から

兵庫県では令和２～４年度に「STEAM教育実践モデル校事業」を実施し、①文理融合型のカリキュラム開発、②STEAM学科の設
置、③文理融合型カリキュラムマネジメントの全県展開、を目標として研究開発に取り組んできた。その成果として令和６年度から普
通科新学科としてのSTEAM学科を４校に設置することとしている。その４校のうち、県立明石高等学校は普通科と美術科を設置して
いる学校であり、現在、美術の学びを取り入れたSTEAM学科設置の準備を進めている。 【15頁 参考①】参照

【８～９頁】参照

１ これからの社会で求められる文化芸術教育の在り方
○児童生徒が主体的に課題を自ら発見し、多様な人と協働しながら課題を解決するSTEAM教育との関係において、芸術教科

における学びはどのように位置づけられるか。

２ 本物の文化芸術体験とＩＣＴの活用による効果的な学びの在り方
○学校等において、音楽、演劇、舞踊、伝統芸能等を実際に鑑賞・体験することは、どのような教育的意義があり、子供達に

どのような教育的効果を与えているか。

【16頁 参考②】参照

１ これからの社会で求められる文化芸術教育の在り方
○学校教育における現代的な映画・アニメーション・ゲームといった、日本のメディア芸術の取扱いについてどうあるべきか。
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高等学校における日本文化の教育の現状
【参考①】
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高等学校における日本文化の教育の現状
【参考②】
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